
 

は
じ
め
に  

橘
湾
周
辺
海
域
で
は
赤
潮
に
よ
る
養
殖
魚
の
被
害
が

生
じ
て
い
ま
す
が
、
直
近
の
１
０
年
間
だ
け
で
も
被
害

金
額
が
５
千
万
円
を
越
え
る
も
の
が
３
件
発
生
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
全
て
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
に
よ
る
も
の

で
す
（
表
１
）
。 

長
崎
県
は
、
赤
潮
に
よ
る
大
き
な
漁
業
被
害
が
続
く

橘
湾
周
辺
海
域
の
赤
潮
対
策
の
た
め
、
平
成
２
６
年
度

か
ら
橘
湾
赤
潮
対
策
検
討
会
（
構
成
メ
ン
バ
ー
は
表
２

参
照
）
を
立
上
げ
、
本
年
２
月
ま
で
に
計
６
回
の
検
討

会
を
開
催
し
、
「
橘
湾
周
辺
海
域
の
赤
潮
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

今
回
、
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ

う
な
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
赤
潮
の
橘
湾
へ
の
流
れ
込

み
に
つ
い
て
、
事
前
に
予
測
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。 

             橘
湾
周
辺
海
域
の
赤
潮
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン  

本
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

一
、
赤
潮
と
被
害
の
状
況 

二
、
橘
湾
に
お
け
る
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
等
赤
潮 の

発
生
様
式 

三
、
赤
潮
監
視
体
制 

四
、
具
体
的
な
赤
潮
被
害
防
止
対
策 

五
、
赤
潮
情
報
連
絡
体
制 

六
、
へ
い
死
魚
の
処
理
に
つ
い
て 

 

そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

・
橘
湾
周
辺
海
域
に
お
け
る
赤
潮
は
昭
和
５
３
年
以
降

毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、
漁
業
被
害
は
数
年
毎
に
発
生

し
て
い
る
。 

・
５
千
万
円
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
の
は
平

成
２
年
、
４
年
（
口
之
津
の
み
）
、
２
１
年
、
２
７
年

で
、
い
ず
れ
も
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
で
あ
る
。 

・
橘
湾
の
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
に
つ
い
て
、
「
有
明
海

か
ら
の
流
入
型
」
、
「
地
場
発
生
型
」
の
２
タ
イ
プ
が

あ
る
。 

・
「
有
明
海
か
ら
の
流
入
型
」
の
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮

は
平
成
２
年
、２
１
年
、２
２
年
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、

す
べ
て
５
千
万
円
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い

る
。 

・
具
体
的
な
赤
潮
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
有
明
海
周

辺
海
域
で
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
出
現
の
あ
っ
た
時
に

は
、
自
主
監
視
体
制
の
頻
度
を
増
や
す
な
ど
の
監
視
強

化
を
行
い
、
漁
業
被
害
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
餌

止
め
や
避
難
を
実
施
す
る 
な
ど
で
す
。 

 

橘
湾
に
流
入
す
る
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
の
予
測 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
「
甚
大
な
漁
業
被
害
を
生
じ

る
有
明
海
か
ら
の
流
入
型
の
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
の
発

生
予
測
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
漁
業
被
害
の
未
然
防
止

に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
」と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
般
、
そ
れ
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
説

明
し
ま
す
。 

結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、 

「
島
原
半
島
の
南
側
の
深
江
漁
港
〜
口
之
津
港
内
で

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
の
細
胞
数
※

が
１
千
細
胞
を
超
え

た
場
合
、
４
〜
９
日
後
に
橘
湾
に
流
れ
込
み
、
大
き
な

漁
業
被
害
が
生
じ
る
。
」
と
な
り
ま
す
。 

橘
湾
周
辺
海
域
で
最
も
大
き
な
漁
業
被
害
が
生
じ
た

平
成
２
１
年
の
事
例
で
は
次
の
経
過
を
と
り
ま
し
た
。 

 ・
７
月
２
２
日
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
（
諌
早

湾
）
で
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
が
発
生
。 

潮
流
は
弱
い
南
下
流
（
図
１
の
左
を
参
照
）
。 

 
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

環
境
養
殖
技
術
開
発
セ
ン
タ 
｜ 
  
漁
場
環
境
科 

橘
湾
周
辺
海
域
の
赤
潮
対
策
に
つ
い
て 

表１　被害金額５千万円以上の赤潮 

年 発生期間 赤潮種類
被害金額
（千円）

H21 7/22～8/14 シャットネラ 429,965 

H22 7/3～8/20 シャットネラ 86,955 

H27 8/16～9/16 シャットネラ 69,460 

表２ 橘湾赤潮対策検討会ﾒﾝﾊﾞｰ

橘湾東部
長崎市たちばな
島原半島南部
長崎市
雲仙市
南島原市
県央水産業普及指導ｾﾝﾀｰ
県南　　　〃
総合水産試験場
漁業振興課（とりまとめ）

国 西海区水産研究所

市

県

漁協



                 ・
７
月
２
３
日
、
瑞
穂
か
ら
深
江
の
港
内
で
着
色
（
深

江
漁
港
内
で
約
８
千
細
胞
、
図
２
）
。 

・
７
月
２
７
日
か
ら
、
潮
流
は
強
い
南
下
流
と
な
る 

（
図
１
の
右
を
参
照
）
。 

・
７
月
２
８
日
、
橘
湾
で
着
色
（
百
細
胞
を
超
え
る
、

図
２
の
右
）
。 

・
そ
の
後
、
橘
湾
で
養
殖
魚
の
へ
い
死
が
生
じ
る
。 

 

①
有
明
海
の
湾
奥
で
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
が
発
生
し
、

②
そ
の
後
、
「
深
江
か
ら
布
津
地
先
が
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ

赤
潮
で
着
色
（
１
千
細
胞
以
上
で
判
断
、
図
３
参
照
）

す
る
と
、
数
日
後
に
橘
湾
に
有
明
海
の
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ

赤
潮
が
流
れ
込
み
大
き
な
漁
業
被
害
が
生
じ
る
。
」
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

今
後
、
総
合
水
産
試
験
場
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
と

な
っ
た
時
に
は
、
「
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
の
発
生
警
報

を
発
令
し
」
、
養
殖
業
者
の
方
に
餌
止
め
や
筏
の
避
難

を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

                           

※
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
の
細
胞
数
は
、
１
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
の
細
胞
数
。 

※
平
均
的
な
潮
流
図
は
、
そ
の
日
の
平
均
の
潮
流
で
、

残
差
流
と
も
言
う
。
使
用
デ
ー
タ
は
、
国
土
交
通
省 

九

州
地
方
整
備
局 

熊
本
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
が
観
測

し
て
い
る
短
波
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
潮
流
デ
ー
タ
。 

 

（
科 

長 

高
見 

生
雄
）   

深江漁港

布津漁港

図３ 橘湾にシャットネラ赤潮が
流れ込む直前の状況

図１ 平均的な潮流図※（7/22と 7/27） 

７／２２ ７／２７
40cm/秒 40cm/秒

図２ シャットネラ赤潮の細胞数※（7/23と 7/28）

７／２８
７／２３

3,610

548
129

1,860

284
1,030

5,500

7,960

193
85

148

12

･

･
1

･
０

･０

･１

･
･

０

０

･０

58 ･
２

50

120
327

1,180

1,520

10,280

1,460
2,500

320
116
･

393

920

653
･

０

10 ･

深江漁港



      


